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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月10日(2021.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　目標スクリーン・サイズに関連するスピーカー信号を生成する方法であって：
　制作スクリーン・サイズに関連する音場を記述するエンコードされた高次アンビソニッ
クス信号を含むビットストリームを受領する段階と；
　前記エンコードされた高次アンビソニックス信号をデコードして、前記音場の優勢成分
を表わすデコードされた高次アンビソニックス信号の第一の集合および前記音場の周囲成
分を表わすデコードされた高次アンビソニックス信号の第二の集合を得る段階と；
　デコードされた高次アンビソニックス信号の前記第一の集合およびデコードされた高次
アンビソニックス信号の前記第二の集合を組み合わせて、デコードされた高次アンビソニ
ックス信号の組み合わされた集合を生じる段階と；
　デコードされた高次アンビソニックス信号の前記組み合わされた集合をレンダリングす
ることによって前記スピーカー信号を生成する段階であって、レンダリングは、前記制作
スクリーン・サイズおよび前記目標スクリーン・サイズに応じて適応する、段階とを含み
、前記レンダリングは、離間したサンプリング点位置の集合に基づく第一のモード行列を
決定することを含み、前記レンダリングはさらに、デコードされた高次アンビソニックス
信号の前記組み合わされた集合に変換行列を適用することを含み、前記変換行列は前記第
一のモード行列および第二のモード行列に基づく、
方法。
【請求項２】
　前記目標スクリーン・サイズまたは前記制作スクリーン・サイズを、基準聴取位置から
の角度として受領する段階をさらに含み、前記角度は前記目標スクリーンの幅に関係する
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記目標スクリーン・サイズまたは前記制作スクリーン・サイズを角度として受領する
段階をさらに含み、前記角度は前記目標スクリーンの高さに関係する、請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
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　前記目標スクリーン・サイズまたは前記制作スクリーン・サイズを、第一の角度および
第二の角度として受領する段階をさらに含み、前記第一の角度は前記目標スクリーンの幅
に関係し、前記第二の角度は前記目標スクリーンの高さに関係する、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記レンダリングは、前記目標スクリーン・サイズおよび前記制作スクリーン・サイズ
の比に応じて適応する、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記レンダリングは空間領域で実行される、請求項１記載の方法。
【請求項７】
　デコードされた高次アンビソニックス信号の前記第二の集合が、デコードされた高次ア
ンビソニックス信号の前記第一の集合のアンビソニックス次数より低いアンビソニックス
次数をもつ、請求項１記載の方法。
【請求項８】
　デコードされた高次アンビソニックス信号の前記第一の集合およびデコードされた高次
アンビソニックス信号の前記第二の集合が(N＋1)2に等しいアンビソニックス次数（O）を
もち、Nはそれぞれ前記第一の集合および第二の集合における高次アンビソニックス信号
の数であり、デコードされた高次アンビソニックス信号の前記第二の集合が、デコードさ
れた高次アンビソニックス信号の前記第一の集合のアンビソニックス次数より低いアンビ
ソニックス次数をもつ、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　プロセッサによって実行されたときに請求項１記載の方法を実行する命令を含んでいる
非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１０】
　目標スクリーン・サイズに関連するスピーカー信号を生成する装置であって：
　制作スクリーン・サイズに関連する音場を記述するエンコードされた高次アンビソニッ
クス信号を含むビットストリームを取得する受領器と；
　前記エンコードされた高次アンビソニックス信号をデコードして、前記音場の優勢成分
を表わすデコードされた高次アンビソニックス信号の第一の集合および前記音場の周囲成
分を表わすデコードされた高次アンビソニックス信号の第二の集合を得るオーディオ・デ
コーダと；
　デコードされた高次アンビソニックス信号の前記第一の集合およびデコードされた高次
アンビソニックス信号の前記第二の集合を統合して、デコードされた高次アンビソニック
ス信号の組み合わされた集合を生じる組み合わせ器と；
　デコードされた高次アンビソニックス信号の前記組み合わされた集合をレンダリングす
ることによって前記スピーカー信号を生成する生成器であって、レンダリングは、前記制
作スクリーン・サイズおよび前記目標スクリーン・サイズに応じて適応する、生成器とを
有し、前記レンダリングは、離間したサンプリング点位置の集合に基づく第一のモード行
列を決定することを含み、前記レンダリングはさらに、デコードされた高次アンビソニッ
クス信号の前記組み合わされた集合に変換行列を適用することを含み、前記変換行列は少
なくとも部分的には前記第一のモード行列および第二のモード行列から導出される、
装置。
【請求項１１】
　前記受領器が、前記目標スクリーン・サイズまたは前記制作スクリーン・サイズを、基
準聴取位置からの角度として受領するようさらに構成されており、前記角度は前記目標ス
クリーンの幅に関係する、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記受領器が、前記目標スクリーン・サイズまたは前記制作スクリーン・サイズを角度
として受領するようさらに構成されており、前記角度は前記目標スクリーンの高さに関係
する、請求項１０に記載の装置。
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【請求項１３】
　前記受領器が、前記目標スクリーン・サイズまたは前記制作スクリーン・サイズを、第
一の角度および第二の角度として受領するようさらに構成されており、前記第一の角度は
前記目標スクリーンの幅に関係し、前記第二の角度は前記目標スクリーンの高さに関係す
る、請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記レンダリングは、前記目標スクリーン・サイズおよび前記制作スクリーン・サイズ
の比に応じて適応する、請求項１０記載の装置。
【請求項１５】
　前記レンダリングは空間領域で実行される、請求項１０記載の装置。
【請求項１６】
　デコードされた高次アンビソニックス信号の前記第二の集合が、デコードされた高次ア
ンビソニックス信号の前記第一の集合のアンビソニックス次数より低いアンビソニックス
次数をもつ、請求項１０記載の装置。
【請求項１７】
　デコードされた高次アンビソニックス信号の前記第一の集合およびデコードされた高次
アンビソニックス信号の前記第二の集合が(N＋1)2に等しいアンビソニックス次数（O）を
もち、Nはそれぞれ前記第一の集合および第二の集合における高次アンビソニックス信号
の数であり、デコードされた高次アンビソニックス信号の前記第二の集合が、デコードさ
れた高次アンビソニックス信号の前記第一の集合のアンビソニックス次数より低いアンビ
ソニックス次数をもつ、請求項１０記載の装置。
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